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＜連絡事項＞

· 欠席者懇談会の日程が5/6（木）から5/12（水）に変更。
· 本日より青陽館行事（花見）あり。各日程、最終打ち合わせ実施済み。

＜デイケア事例検討＞

繁名　和恵様（32）女性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成19年4月2日（2年8ヶ月）　出席率：80％（4月）

治療計画　①地域生活を維持する為、生活リズムを乱す事の無いよう継続した通所を促す。

　　　　　②身体不調や精神症状に左右される事無く、デイケア利用出来るように促す。

検討内容　治療計画の評価、今後の対応について

①について

· 3月までは不調を訴え、頻繁にデイケア欠席していたが、4月よりほとんど欠席することなくデイケア通所すること出来ている。

· パンションの管理人が声をかけてくれている為、大きな生活リズムの乱れはないが、デイケア欠席時は具合が悪くて日中も眠っていたと話されている。

· 日中の活動を維持する為に、欠席時でも出来る作業（編み物）を勧めているが、目が見えないとのことで実施には至っていない。眼鏡作製について、青明舎同行で市役所に相談に行くように説明しているが、まだ青明舎にも相談に行っていない様子。青明舎には情報提供済み。

②について

· 体調不良時には、本人独特の表現（頭が割れた、ちまたが痛いなど）で訴えることが多い。また、身体不調であるが、「幻聴がある」と口をついて出ることもある。

· 4月に入ってからは不調を訴え欠席することは少ないが、デイケア来所してから不調を訴えることはある。

· 以前はリスパダールと頭痛薬を混同して服用していたが、現在は、幻聴時はリスパダール、頭痛時は鎮痛剤と飲み分けることが出来ている。また、以前は頻繁に頓用薬を服用していたが、頓用薬を服用せずに様子を見て過ごすことが出来ている。

検討結果
· 治療計画は継続。

· 不調で欠席の連絡があった場合は、「一度来所して、医師に診て貰って欲しい」「頓用薬を飲んで落ち着いたら来所して欲しい」など、一度デイケアへ来所するよう促していく。

＜業務改善＞

○プログラム

· 5/14（金）までにプログラム予定入力、テキスト作製すること。

○書式

· ケアガイドライン実施マニュアル作成中。

○決算検討

· 消耗品の発注数が全体的に増えている。トイレットペーパー発注数200個増。

⇒通所で排便する人数が多い。節約を呼び掛けてからは急激な増加はないが、増加傾向にある。

· 風呂関係備品（マジックリン、バスロマン、キッチンハイター等）の発注数が多い為、節約意識向上の他、コスト削減に業務用での発注を庶務に打診してみる。スポンジも、1個100円のものではなく、3個入りで100円など安価なものでも問題ないこと庶務に伝える。

○破損・修理関係

· 2階浴室の壁の一部が破損（5cmほど、タイル接合部に穴が開いている状態）、修理伝票提出する。

○5月以降の食費負担について

· 昼食200円、夕食480円で決定。家族配布用案内書を作成している。

· 食費請求については、1日ごとに青陽館スタッフが徴収し、病院医事に次の日提出する。

· 領収書に関しては、個人に月毎のカードを作成。食費を払った日にサインして頂き、月末にコピーを本人控えとして渡す。

· 食事注文に関しては、書式を作成し（出席簿と同じ書式を使い、注文表として別に打ち出す）、注文希望日に利用者様から○をつけて頂き、希望があった分のみ発注する。

○通所日誌について

· 5月分より新書式を使用。食事注文状況が判別出来るように変更している。

· 出席入力欄は、利用1年未満⇒◎、1年以上⇒○とする。

＜利用者様情報＞

· 大久保　恒夫様～昨日、デイケア欠席していたが、午後スタッフに相談があると来所している。奥

様（大久保律子様）の義兄の父親の葬儀があるとのことで、奥様のみ参列したとのこと。律子様と姉様の仲が悪い事を気にしていると話されている。

また、奥様ともにデイケア利用日を週3回（月・水・金）にしたいと相談あり。定期的に通所出来ていないことや、来月からの食費実費負担について考えた結果と話す。本人達の無理の無いように通所して欲しいことと、担当医にも相談するように説明している。訪問看護スタッフからも、定期的にデイケア通所出来ていないのであれば、訪問回数を月2回に増やしたいと言われたと話されている。

一昨晩は3時間しか眠れず体調不良訴えていたが、本日デイケア来所。昨晩はよく眠れたと話されており、表情良い。

· 巴　　勇樹　様～喫煙欲求あり、体調不良訴えている。「我慢できないんだよ」と話す為、我慢出

来ない時はどのようにしてやり過ごしているのかと確認すると、「他の人から貰っている」と話されている。最近も、他者から煙草を貰っていることがあった為、注意していく。

· 村田　昭一　様～来月からナイトケア夕食が実費（1食480円）になる件について、食費がかさむ

為、週1回の利用にしたいと話されている。余暇時間の活用や生活能力については高いことを評価しているが、保清面や健康面（高血圧など）に心配がある為、ある程度の日数は通所して欲しいこと説明するが、本人納得せず。担当医にもよく相談するように説明している。

· 下妻　康貴　様～ナイトケア食費の件について、出費が多くなることが気になるとのこと。自分で

夕食のみ用意することを考えても、ナイトケア利用日を減らしていくことも検討していると話す。日数を減らすことで自立した生活に繋がる可能性もあること、今後も相談の場として活用して欲しいことを説明している。また、エアロビクス中に上腹部痛訴えあり、「引っ張られる感じでちくちくする」と話されている。運動をした時の他、おにぎりを食べた時や味噌汁を飲んだ時に痛みがあるとのこと。

＜退院療養検討会議報告＞

下口　政子様（32）女性　　統合失調症・中度知的障害

入院期間：平成21年10月5日～退院未定（当院2回目の入院）

障害者手帳2級・愛護手帳B　　障害基礎年金2級

家族関係
· 父親（知的障害あり。障害年金で生活）は健在。母親、弟は死別。

· 父親と電話が繋がらないと本人情報あったが、入院中、本人が父親に電話で連絡を取っている様子が何度も見られており、三戸郡地域生活支援センター職員と伯母で連絡を取ってみたところ、父親宅に電話が繋がっている。

· 父親が過保護な様子あり、本人が要求したもの（菓子やゲーム機など）を際限なく購入して来ており、病棟スタッフから指摘されている。

本人の状態
· 入院時は幻覚、妄想状態が激しかったが、現在は内服調整で潜在化しており、問題行動はみられない。

· 体重60kg台前半で維持しているが、余った小遣いを全て間食につぎ込んでいる状態。金銭管理は本人拒否している。⇒退院後は外来やデイケアで栄養指導を行っていく。

· 水分摂取量が少なく、膀胱炎になった経緯がある。コーヒー摂取量は多い。

· 身辺整理については、荷物を積み上げるのみで片付けた事にしている為、声かけ要しているが、介入には拒否的。

· 歯磨きを行わないことがある為、保整面も声かけ要している。

· 内服は自己管理出来ており、飲み忘れは無い。

· 退院後は、三戸郡地域生活支援センターで運営している就労事業所を利用する予定（1ヶ月は体験利用）。デイケアは週2回利用予定。

＜外来情報＞

· 青木　紀子　様～本日より、1泊2日の短期入院。

· 中居　松男　様～膝から水を抜いたが、まだ痛みがあるとのこと。日常生活には影響は無い様

子。

· 小野寺　文明様～立っていると足がガクガクするとのことで、足の痺れから来ているものでは

ないかと話されている。兄に付き添って、東霊園に花見に行くとのこと。

· 船場　幸子　様～シンラック液と目薬処方あり。青山荘の花見に参加するとのこと。

· 長瀬　紘一郎様～平和病院の次回受診は5/7。青山荘の花見に参加すると話す。

· 神山　和典　様～ナイトケアにて、3人ぐらいで食事を作ると話されている。

· 中居　美津子様～パウンドケーキ作りに力を入れるように言われているとのこと。値下げをし

たら売れ行きが良いと話されている。

· 柳町　信之　様～テレパシーには左右されていないとのこと。テレパシーの内容は楽しいと話

されている。
















